
 

 

 

 

 

 

 

   『統計データからみる現状と課題』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年３月 
大  井  町 

資料２ 
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人口減少と 
少子高齢化 

大手法人の 
移転・再編 産業構造の変化 

課 

題 

減少する歳入と 
増加する歳出 土地利活用の変化 

影 

響 

成
長
戦
略 

教育環境の整備 
産業立地と 

居住環境の創出 
相和地域の活性化 

人口維持を目標とする 
積極的対応策 

広範にわたる 
中長期的影響 
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 ■ 急激な人口減少（１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）住民基本台帳人口より作成 

H21.9 
18,123 人 

H27.3 
17,301 人 

ポイント①：５年間で約８００人の人口減少（年率約１％の減） 
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 ■ 急激な人口減少（２）  

＜相和地域人口＞             ＜相和地域、湘光園、相互台住宅除く人口＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）住民基本台帳人口より作成 

ポイント②：相和地域は 10年間で約 200人の減少 ポイント③：全地域で人口減少傾向 
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 ■ 急激な人口減少（３）  

＜人口ピラミッド＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成２７年１月１日現在                     （資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成 

男 性 

第1次ベビーブーム 

第2次ベビーブーム 

第3次ベビーブーム 

女 性 
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 ■ 人口減少の構造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）神奈川県人口統計調査報告より作成 

＜ ＜ 

自 然 減 

（H26: -52人） 

社 会 減 

（H26: -6人） 

出 生 数 

（H26: 111人） 

死 亡 者 数 

（H26: 163人） 

転 入 者 数 

（H26: 639人） 

転 出 者 数 

（H26: 645人） 

人 口 減 少 
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■ 自然増減の現状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （資料）住民基本台帳人口より作成                       （資料）住民基本台帳人口より作成 

 

 

自然増 

転換期 

自然減 
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■ 出生数減少（少子化）の現状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 大井町の出生数：各年の 1年間の出生数                     ※ 大井町の年少人口：各年 1月 1日現在の０～14歳人口 

（資料）神奈川県人口統計調査報告、神奈川県衛生統計年報より作成              （資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成 

 

半 

県内有数の 
高出生率 

ポイント④：10年間で出生数が半減 

減 

県内 30位 
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■ 高齢者数増加の現状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 大井町の高齢者数：各年１月１日現在 
           （資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成                   （資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成 

 

倍 

増 

ポイント⑤：15年間で高齢者数が倍増 

倍 

増 



- 9 - 

 

■ 社会増減の現状（１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （資料）住民基本台帳人口より作成                      （資料）住民基本台帳人口より作成 

 

急激な 
転出増加 

ポイント⑥：（１）転入、転出ともに減少傾向 

      （２）転出超過は収束しつつあるも先行きは不透明 
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■ 社会増減の現状（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 転入出者数：平成 18年から 27年にかけての９か年の年間平均値。 

（資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成 

15～64歳の転入出者のうち 70%強が 20、30歳代 

ポイント⑦：（１）乳幼児の子育て家庭の転入出が多い 

      （２）20～30歳代が転入出者の多くを占める 
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■ 社会増減の現状（３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ※ 年齢別移動率：ある年齢の世代の人口とその次の年の人口の比率。（例：ある年の 20歳の人口が 100人のとき次の年の 21歳人口が 103人の場合＋３％） 

平成 20年から 26年にかけての５か年（平成 22年から 23年は除く）の平均値。 

                                               （資料）神奈川県年齢別人口統計調査より作成 

大学卒業期 

婚姻期 大学卒業期 

大学卒業期 

高校卒業期 

高校・大学卒業期 

婚姻・子育て期 

ポイント⑧：大学卒業期と婚姻期を中心に 20歳代に大きな転出超過 
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大井町 小田原市 南足柄市 中井町 松田町 山北町 開成町 横浜市 秦野市
その他
県内

東京都 県　外
（東京都除く）

15,264 632 186 28 199 77 114 95 147 334 149 537 2,498

480 172,142 1,420 88 253 192 297 1,547 640 5,592 2,259 7,165 19,933

189 1,757 38,392 18 130 130 289 202 144 731 341 1,426 5,357

22 121 15 8,661 13 2 5 91 210 433 49 198 1,159

121 229 78 6 10,199 57 33 68 76 222 67 311 1,268

59 172 68 1 53 10,907 71 32 37 107 50 177 827

143 635 480 7 121 93 13,309 102 112 388 143 492 2,716

134 1,510 243 52 85 62 85 2,986,583 1,405 92,338 77,375 215,081 388,370

175 797 248 305 205 101 117 1,553 139,935 7,405 2,042 9,577 22,525

405 5,235 859 366 273 201 227 97,419 6,326 － － － －

110 1,754 334 67 80 68 102 73,308 2,108 － － － －

379 5,517 917 202 221 178 304 153,766 5,743 － － － －

2,217 18,359 4,848 1,140 1,633 1,161 1,644 328,183 16,948 － － － －

現住地

秦野市

その他県内

東京都

県　外
（東京都除く）

５年前常住地
人口移動 転入計

転出計

大井町

小田原市

南足柄市

中井町

松田町

山北町

開成町

横浜市

大井町 小田原市 南足柄市 中井町 松田町 山北町 開成町 横浜市 秦野市
その他
県内

東京都 県　外
（東京都除く）

2,812 1,975 539 176 311 231 354 218 502 1,085 302 162 8,667

1,543 59,453 3,439 1,014 541 570 1,233 3,450 1,990 14,935 4,592 1,623 94,383

528 5,035 8,549 227 308 569 1,266 403 633 1,963 616 350 20,447

78 444 43 2,014 31 35 26 177 684 1,184 185 34 4,935

318 832 304 108 1,635 155 218 165 575 766 276 118 5,470

231 789 475 77 160 2,327 274 117 318 1,089 145 349 6,351

377 1,406 1,039 110 243 256 2,182 195 421 937 352 185 7,703

130 1,552 129 147 77 36 76 990,578 739 191,831 421,740 17,548 1,624,583

609 2,685 580 2,089 464 254 485 2,929 39,109 19,392 5,183 821 74,600

893 11,990 862 2,002 531 183 609 240,140 9,112 － － － －

108 566 82 74 38 11 60 79,658 610 － － － －

111 1,653 221 87 114 177 200 26,478 362 － － － －

7,738 88,380 16,262 8,125 4,453 4,804 6,983 1,344,508 55,055 － － － －就業人口計

通勤流出入
就　業　地 就業人口

合計

住居地

大井町

小田原市

南足柄市

中井町

松田町

山北町

開成町

横浜市

秦野市

その他県内

東京都

県　外
（東京都除く）

大井町 小田原市 南足柄市 中井町 松田町 山北町 開成町 横浜市 秦野市
その他
県内

東京都 県　外
（東京都除く）

大井町 152 -3 6 78 18 -29 -39 -28 -71 39 158 281

小田原市 -152 -337 -33 24 20 -338 37 -157 357 505 1,648 1,574

南足柄市 3 337 3 52 62 -191 -41 -104 -128 7 509 509

中井町 -6 33 -3 7 1 -2 39 -95 67 -18 -4 19

松田町 -78 -24 -52 -7 4 -88 -17 -129 -51 -13 90 -365

山北町 -18 -20 -62 -1 -4 -22 -30 -64 -94 -18 -1 -334

開成町 29 338 191 2 88 22 17 -5 161 41 188 1,072

横浜市 39 -37 41 -39 17 30 -17 -148 -5,081 4,067 61,315 60,187

秦野市 28 157 104 95 129 64 5 148 1,079 -66 3,834 5,577

その他県内 71 -357 128 -67 51 94 -161 5,081 -1,079 ー ー ー

東京都 -39 -505 -7 18 13 18 -41 -4,067 66 ー ー ー
県　外

（東京都除く） -158 -1,648 -509 4 -90 1 -188 -61,315 -3,834 ー ー ー

比較自治体移動
収支

増減計
大井町 小田原市 南足柄市 中井町 松田町 山北町 開成町 横浜市 秦野市

その他
県内

東京都 県　外
（東京都除く）

大井町 -432 -11 -98 7 0 23 -88 107 -192 -194 -51 -929

小田原市 432 1,596 -570 291 219 173 -1,898 695 -2,945 -4,026 30 -6,003

南足柄市 11 -1,596 -184 -4 -94 -227 -274 -53 -1,101 -534 -129 -4,185

中井町 98 570 184 77 42 84 -30 1,405 818 -111 53 3,190

松田町 -7 -291 4 -77 5 25 -88 -111 -235 -238 -4 -1,017

山北町 0 -219 94 -42 -5 -18 -81 -64 -906 -134 -172 -1,547

開成町 -23 -173 227 -84 -25 18 -119 64 -328 -292 15 -720

横浜市 88 1,898 274 30 88 81 119 2,190 48,309 -342,082 8,930 -280,075

秦野市 -107 -695 53 -1,405 111 64 -64 -2,190 -10,280 -4,573 -459 -19,545

その他県内 192 2,945 1,101 -818 235 906 328 -48,309 10,280 ー ー ー

東京都 194 4,026 534 111 238 134 292 342,082 4,573 ー ー ー
県　外

（東京都除く） 51 -30 129 -53 4 172 -15 -8,930 459 ー ー ー

流出入
収支

比較自治体
流出入計

■ 社会増減の現状（４）  

 

＜自治体間転出入の状況＞             ＜自治体間通勤流出入の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各表 平成 22年 10月１日現在。各合計は、５年前常住地、就業地の不詳を除く。 
                      （資料）国勢調査より作成 

ポイント⑨：（１）小田原市、松田町からの転入超過が大きい 

      （２）小田原市との通勤流出入が多い 
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■ 人口減少の影響  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少 子 化 高 齢 化 社 会 減 

・教育施設の余剰化 

・将来的な活力の減退 
・社会福祉費等の増加 

・地域経済の減退 

・構造的な歳入の減少 
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■ 今後の目標と対応方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少 子 化 高 齢 化 社 会 減 課 題 

子育て環境の向上 

新たな 

成長戦略 

の方向性 

子育て環境の向上 高齢者対策の充実 
・住環境の整備 

・雇用の創出 

出生率の向上 健康寿命の延伸 
・人口流出の抑制 
・定住人口の増加 目 標 


